
「
南
郷
ト
マ
ト
」に
つ
い
て

2
0
2
2
年
に
生
誕
60
周
年
を
迎
え
た

「
南
郷
ト
マ
ト
」。
そ
の
名
は
60
年
前
、
当
時

の
南
郷
村（
現
:
南
会
津
町
南
郷
地
区
）で
初

め
て
ト
マ
ト
が
栽
培
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す

る
と
い
い
ま
す
。
寒
暖
差
を
生
か
し
て
、
徹

底
的
に
味
に
こ
だ
わ
り
差
別
化
を
図
る
こ
と

で
、「
南
郷
ト
マ
ト
」と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
価

値
を
高
め
、
2
0
1
8
年
に
は
Ｇ※

Ｉ
登
録
を

取
得
し
て
い
ま
す
。
主
な
出
荷
先
は
東
京
都

中
央
卸
売
市
場
を
は
じ
め
関
東
方
面
、
福
島

県
内
で
す
が
、
豪
雪
地
帯
の
地
の
利
を
生
か

し
て
、
出
荷
前
の
ト
マ
ト
は
雪
を
利
用
し
た

低
温
庫
に
一
晩
貯
蔵
す
る
こ
と
で
味
の
深
み

を
増
加
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

南
郷
ト
マ
ト
の
栽
培
地
は
南
会
津
町
と
只

見
町
、
下
郷
町
に
ま
た
が
り
、
ト
マ
ト
の
栽

培
面
積
は
全
体
で
約
30
ha
、
組
合
戸
数
は
1

０
2
戸
を
数
え
ま
す
。
4
月
20
日
ご
ろ
に
組

合
の
共
同
育
苗
苗
を
生
産
者
ご
と
に
ポ
ッ
ト

に
仮
植
し
、
6
月
上
旬
ご
ろ
に
本
圃
に
定
植

し
ま
す
。
7
月
中
下
旬
ご
ろ
か
ら
出
荷
が
始

ま
り
8
月
上
旬
以
降
出
荷
最
盛
期
を
迎
え
、

10
月
末
ま
で
出
荷
が
続
き
ま
す
。
最
盛
期
は

コ
ン
テ
ナ
で
1
日
約
3
0
0
0
箱
が
搬
入
さ

れ
ま
す
。

　

人
に
よ
る
目
視
と
、
色
と
サ
イ
ズ
別
に
定

め
ら
れ
た
光
セ
ン
サ
ー
で
選
別
さ
れ
、
す
べ

て
専
用
の
出
荷
用
段
ボ
ー
ル
箱
（
1
㎏
、
4

㎏
）
で
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　

栽
培
は
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
に
雨
よ
け
の
ビ
ニ

ー
ル
、
サ
イ
ド
と
妻
面
は
ネ
ッ
ト
を
張
り
、

潅
水
は
チ
ュ
ー
ブ
で
点
滴
潅
水
、
潅
水
頻
度

は
品
種
特
性
に
合
わ
せ
て
調
整
し
ま
す
。

売
上
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
た

「
桃
太
郎
み
な
み
」の
秀
品
率

　

南
郷
ト
マ
ト
の
代
名
詞
で
も
あ
る
"
お
い

し
い
ト
マ
ト
"。初
代「
桃
太
郎
」導
入
以
来
、

味
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら「
桃
太
郎
８
」、「
桃
太

郎
ギ
フ
ト
」「
桃
太
郎
セ
レ
ク
ト
」と
食
味
重

視
の
変
遷
を
経
て
き
ま
し
た
。
近
年
の
気
候

変
動
に
よ
る
温
暖
化
の
影
響
は
深
刻
で
、
年

星がきれいな南会津
　福島県の西南に位置し、周囲を越後山脈
の急
きゅう

峻
しゅん

な山々に囲まれています。そのため
街の明かりが少なく標高も高いため、すて
きな星空が観られるスポットとしても知ら
れています。標高370～870ｍに耕地およ
び集落が形成されており、寒暖差の大きい
内陸山間型気候で、年間降水量は比較的多
い地域です。霜は10月中旬から５月中旬に
かけて、積雪期間は11月下旬から４月中旬
までの５カ月におよび、日本でも有数の豪
雪地帯です。

A
会
津
よ
つ
ば　
南
郷
ト
マ
ト
生
産
組
合

「
桃
太
郎
み
な
み
」で

A
品
率
が
格
段
に
ア
ッ
プ
！

山形県

新潟県

岩手県

宮城県

福島県

栃木県群馬県

鹿児島県

宮崎県

秋田県

有限会社
片平農産

株式会社
オオスミ物産

有限会社
大崎農園

南会津

トマト

2024年8月6日取材

産地レポート

福島県

↑８月６日に収穫された「桃太郎みなみ」。３日後に
は全体が色づき、均一で鮮やかな桃色になり、安
定した品質がうかがえた。

↑右から JＡ会津よつば南郷営農経済センター営農課の
馬場彬さんと南郷トマト生産組合の髙木正貴組合長。

（
編
集
部
）

※「特定農林水産物等の名称の保護に関する法律（GI法）」によって定められた地理的表示（GI）保護制度登録

→　
山々に囲まれた中にハウス群が並ぶ南会津。
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々
栽
培
の
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　
「
味
と
栽
培
性
を
両
立
で
き
な
い
か
」

　
「
桃
太
郎
み
な
み
」は
そ
の
名
の
通
り
、
当

地
の
組
合
の
協
力
の
下
、
タ
キ
イ
と
産
地
が

一
緒
に
育
成
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
高
温

下
で
も
着
果
が
安
定
し
、
障
害
果
が
発
生
し

に
く
い
品
種
で
す
。
取
材
当
日
も
午
前
中
に

は
30
℃
を
超
え
る
暑
さ
で
、
ハ
ウ
ス
の
中
は

そ
れ
以
上
の
暑
さ
で
し
た
。「
桃
太
郎
み
な
み
」

が
正
式
に
栽
培
暦
に
掲
載
さ
れ
た
2
0
2
2

年
は
栽
培
面
積
の
半
分
ま
で
導
入
さ
れ
、
２

０
２
３
年
か
ら
は
栽
培
面
積
の
制
限
を
外
し

て
段
階
的
に
導
入
、
2
0
2
4
年
は
全
体
の

約
85
％
（
残
り
の
15
％
は「
桃
太
郎
ギ
フ
ト
」

「
桃
太
郎
セ
レ
ク
ト
」）
ま
で
拡
大
し
作
付
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
南
郷
営
農
経
済
セ
ン
タ

ー
の
馬ば

場ば

彬あ
き
ら

さ
ん
は
「
果
形
が
き
れ
い
で
、

従
来
品
種
と
比
べ
て
障
害
果
の
発
生
が
少
な

く
、
秀
品
率
が
格
段
に
向
上
し
た
」
と
ね
ら

い
通
り
の
特
性
を
発
揮
し
て
い
る
と
の
評
価
。

2
0
2
1
年
の
南
郷
普
及
所
の
調
べ
に
よ
る

と
、「
桃
太
郎
み
な
み
」を
使
用
し
た
こ
と
で

8
～
10
月
に
か
け
て
の
A
品
率
の
平
均
が
従

来
品
種
の
倍
以
上
と
な
り
ま
し
た
。

Ｉア
イ

タ
ー
ン
組
、
髙
木
正
貴

組
合
長
の
評
価

　
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
で
は
1
9
9
1
年
ご
ろ

か
ら
、
新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
に
精
力
的

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
南
郷
ト

マ
ト
生
産
組
合
の
組
合
長
を
務
め
る
髙た

か

木ぎ

正ま
さ

貴た
か

さ
ん
も
当
時
に
移
住
を
決
め
た
I
タ
ー
ン

組
の
一
人
。
農
業
を
や
り
た
い
と
い
う
思
い

を
形
に
す
る
た
め
、
36
歳
で
家
族
と
共
に
神

奈
川
か
ら
移
住
し
、
ト
マ
ト
栽
培
を
始
め
ま

し
た
。
県
外
か
ら
の
移
住
組
の
中
に
は
、
ス

キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
当
地
を
訪
れ
、
現

地
の
方
と
の
交
流
や
ト
マ
ト
栽
培
の
経
験
を

経
て
、
新
規
就
農
さ
れ
る
方
も
多
く
、
今
で

は
組
合
員
全
体
の
約
3
割
が
I
タ
ー
ン
組
だ

そ
う
で
す
。

　

髙
木
組
合
長
は
、
試
験
段
階
か
ら
栽
培
し
、

今
年
で
5
作
目
に
な
り
ま
す
。「
桃
太
郎
み
な

み
」
の
評
価
に
つ
い
て
伺
う
と

　
「
割
れ
が
少
な
く
、
果
形
が
よ
い
」

　

と
の
評
価
で
、
具
体
的
に
は

「
特
に
1
～
2
段
目
で
出
や
す
い
乱
形
果
や

チ
ャ
ッ
ク
果
が
少
な
く
、
出
荷
量
が
増
加
し

ま
し
た
し
、
A
品
率
は
平
均
し
て
4
割
は
あ

り
ま
す
」

　

も
と
も
と
高
い
選
果
基
準
の
中
で
も
、
A

品
率
が
安
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

栽
培
面
に
つ
い
て
は
水
を
欲
し
が
る
品
種

と
感
じ
て
い
る
た
め
、
樹
勢
を
安
定
さ
せ
る

た
め
に
成
長
点
付
近
の
葉
の
展
開
や
節
間
の

伸
び
具
合
な
ど
を
観
察
し
な
が
ら
、
潅
水
量

の
調
整
が
ポ
イ
ン
ト
と
の
こ
と
。
組
合
と
し

て
は
3
作
目
と
な
る
今
年
、「
桃
太
郎
み
な
み
」

の
生
育
特
性
を
組
合
員
間
で
共
有
し
、
安
定

生
産
を
実
現
し
て
い
く
段
階
だ
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　

ま
た
、
秋
以
降
温
度
が
下
が
り
樹
勢
が
落

ち
や
す
い
時
期
に
発
生
す
る
す
す
か
び
病
は
、

9
～
10
月
の
収
量
安
定
に
影
響
し
ま
す
が
、

「
桃
太
郎
み
な
み
」の
も
つ
す
す
か
び
病
耐
病

性
が
安
心
感
と
栽
培
労
力
の
軽
減
に
つ
な
が

る
と
期
待
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

「
南
郷
ト
マ
ト
」

ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
醸
成

　

今
年
か
ら
販
売
面
で
の
訴
求
の
た
め
に
生

産
の
節
目
と
な
る
8
月
6
日
と
9
月
10
日
が

「
南
郷
ト
マ
ト
の
日
」と
し
て
記
念
日
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
は
組
合
全
戸
が
J
G
A
P
認

証
の
審
査
を
受
け
、
今
年
度
中
に
は
全
戸
取

得
予
定
と
の
こ
と
。
60
年
の
歴
史
の
中
で
発

展
し
て
き
た
南
郷
ブ
ラ
ン
ド
が
「
桃
太
郎
み

な
み
」
と
と
も
に
新
た
な
1
ペ
ー
ジ
を
築
い

て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

↑選果場裏に設置された雪室（約1,000㎡）。冬季
の間に庫内に雪を搬入し、隣の低温庫に冷気を
送ってトマトを予冷する。10月末まで活躍する
とのこと。

↑温和な印象の髙木組合長。「桃太郎みなみ」を組
合全体で作りこなせるように情報共有していく
重要性について話されていた。

→
２段目の「桃太郎みなみ」。果実は
果形のそろいが安定していた。

←
選果レーンを流れる４㎏箱の「桃太郎みな
み」。雪室予冷庫で一晩予冷され、次の午前
中に出荷される。
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